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人のうこき（緊縛警）
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兜　　　　4．610　　（÷23）

女　　　　5．070　　（－Lll）

陣群数　　2，492戸l、＋5）
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＝トや‾子で‾－‾－二郎垂二三三千

詣

年
　
頭
　
の

町
　
長

昭
和
四
十
七
年
の
親
藩
を
迎
え
、
町

民
の
皆
様
方
の
愈
々
御
多
祥
な
ら
ん
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
今
年
遠
歴
を
迎
え
、
従
来
の
子

供
か
ら
六
十
年
の
大
人
の
仲
間
入
り
を

し
た
訳
で
、
今
後
は
大
人
と
し
て
の
数

十
年
を
社
会
の
た
め
に
尽
し
て
参
り
度

い
と
思
い
ま
す
。

町
長
に
就
任
し
て
七
ケ
月
、
皆
撥
方

の
絶
大
な
る
支
持
を
得
ま
し
て
、
新
庁

舎
の
新
築
を
初
め
遠
賀
バ
イ
パ
ス
の
エ

韓
や
県
道
直
方
線
立
体
交
差
の
着
工
な

ど
を
み
、
町
づ
く
り
の
第
一
歩
を
ふ
み

出
し
ま
し
た
。

私
は
今
後
よ
り
一
層
基
盤
整
備
に
重

点
を
置
き
町
道
山
手
循
環
線
を
初
め
南

辞
柴

　

田

　

貫

　

蔵

部
地
区
の
縦
日
通
の
整
鯛
を
行
な
う
と

共
に
通
路
の
舗
装
や
、
北
九
州
衛
生
都

市
建
設
の
樅
憩
を
積
極
的
に
破
鏡
の
中

に
織
込
み
、
実
現
を
期
し
た
い
と
思
っ

て
居
り
ま
す
。

今
年
は
新
庁
舎
の
新
装
と
共
に
、
消

防
署
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
な
ど
が
新
築
さ

れ
る
外
、
虫
生
津
、
上
別
府
地
区
の
ゴ

ル
フ
場
の
誘
致
、
企
業
の
進
出
等
町
開

発
に
積
極
的
姿
勢
で
取
組
み
ま
す
の
で

地
域
住
民
の
沈
滞
ム
ー
ド
を
吹
き
飛
ば

し
、
経
済
的
に
も
活
気
あ
る
年
に
な
る

様
努
力
し
ま
す
。

ま
た
社
会
教
育
の
充
実
と
相
係
っ
て

住
民
福
祉
の
推
進
、
保
育
園
の
改
築
な

ど
住
民
頼
祉
の
推
進
に
邁
進
す
べ
く
、

覚
悟
を
新
た
に
み
な
さ
ま
方
の
期
待
に

添
う
ペ
く
努
力
致
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

い
さ
さ
か
所
感
を
述
べ
ま
し
て
私
の

年
頭
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

議
会
議
長

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昭
和
四
十
七
年
の
新
し
い
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
町
報
の
紙

上
を
拝
借
い
た
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

稀
盟
の
新
詠
を
迎
え
る
に
あ
た
り
皆

さ
ん
の
御
酒
福
と
ご
繁
栄
を
衷
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

私
は
昨
年
四
月
の
統
一
選
挙
で
六
度

皆
さ
ん
方
の
御
支
媛
に
よ
り
議
員
と
し

て
の
重
責
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

した。さ
て
一
年
の
罰
は
元
旦
に
あ
り
と
申

さ
れ
ま
す
が
、
年
頭
は
だ
れ
し
も
大
き

な
諦
盟
に
胸
は
ず
ま
せ
て
、
こ
の
一
年

間
の
計
画
を
お
立
て
の
こ
と
と
存
じ
ま

す。

中

　

山

　

包

　

久

私
た
ち
議
会
人
も
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
豊
か
な
生
活
が
出
来
、
明
る
い
日
々

を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
に
、
憩

を
新
た
に
し
て
、
町
政
進
展
の
た
め
努

力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

御
承
知
の
よ
う
に
、
本
町
は
本
年
庁

舎
の
新
築
、
逆
蹟
パ
ィ
パ
ス
、
南
方
線

立
体
交
差
等
町
進
展
の
槌
音
も
商
ら
か

に
響
い
て
お
り
ま
す
。

更
に
又
、
一
方
遠
賀
町
総
会
計
画
基

本
構
想
も
な
り
、
い
よ
い
よ
実
施
の
段

階
に
入
る
本
年
で
あ
り
ま
す
。

盛
業
の
近
代
化
と
、
彬
進
攻
薄
の
た

め
の
諸
事
業
も
萩
々
と
、
そ
の
手
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
幾
多
の
陸
路
が
現

存
す
る
今
日
、
団
の
談
極
的
な
施
策
が

強
く
瑳
捜
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

私
達
は
鴬
に
惟
論
の
現
状
を
把
擬
し

時
代
に
即
応
し
た
計
両
的
、
総
合
的
な

行
政
を
通
じ
て
推
進
し
明
る
い
遠
賀
町

の
建
設
に
努
力
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま

す
。
皆
様
方
の
御
瑛
解
と
御
支
援
を
お

輔
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
皆
様
方
の
御
健
勝
を

お
祈
り
し
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

募
集
に
つ
い
て

遷
賀
町
町
章

遠
賀
町
新
庁
舎
落
成

を
記
念
し
て
町
章
を
作

定
し
た
い
の
で
広
く
次

の
要
領
で
募
集
い
た
し

ます。一
、
応
募
規
格

B
5
版
用
紙

（
作
品
、
図
案
化
の

理曲）

一
、
応
募
期
間

昭
和
四
十
七
年
二
月

末
日
迄

「　質
入
選
　
一
点

一
〇
、
0
0
0
円

佳
作
　
二
鳥

三
、
0
0
0
円

上
目
‖
∫
一



第136号（3）広報「おんが」

観
閲
、
表
彰
、
ポ
ン
プ
操
法
等

去
る
一
月
九
日
好
天
の
も
と
、
遠
賀

中
学
校
庭
に
て
本
年
町
消
防
団
の
出
初

式
を
挙
行
し
た
。

引
き
続
い
て
感
謝
状
、
表
彰
状
の
授

与
が
行
な
わ
れ
て
昭
和
四
十
七
年
出
初

式
を
終
了
し
た
。

感
謝
状
表
彰
状
の
授
与
者
は

次
の
と
お
り
。

○
福
岡
県
知
事
表
彰

遠
賀
町
消
防
団

○
福
岡
県
知
事
感
謝
状

第
2
分
団
班
長
∴
池
田
義
隆

○
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

第
1
分
団
団
員
∴
∴
領
主
邦
夫

・
2
0
年
以
上
永
年
勤
続

第
2
分
団
班
蔓
∴
∴
池
田
義
隆

・
防
火
消
防
施
設
宣
伝
の
瞥
及
改
善
功

労
者第

1
分
団
分
細
長
∴
撞
木
友
行

第
3
分
団
分
団
長
　
松
本
触
吾

・
優
良
団
員

第
1
分
間
田
虫
∴
∴
市
費
久
男

〃　　　　　水上藤生

〃　　　　　井口　瀾

〃　　　　　泉原敏行

〃　　　　　泉原　酒

′
○
福
岡
県
消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

第
1
分
団
副
分
団
長

第
2
分
団
副
分
団
長

○
遠
賀
町
長
表
彰

・
消
防
協
力
者

〃

・
消
防
功
労
者

元
団
長

元
副
団
長

○
遠
賀
町
消
防
団
畏
表
彰

第
1
分
団
団
員

第
2
分
劇
団
員

〃

山
崎
∴
樽

井
口
宿
孝

畑
生
敏
土

○
県
民
火
災
共
済
生
活
協
同
組
合

理
事
長
表
彰

遠
賀
町
消
防
閉
　
第
1
分
間

定
刻
八
時
三
十
分
全
団
員
出
場
完

了
九
時
の
開
会
式
ま
で
町
内
外
関
係

者
多
数
の
来
賓
者
も
臨
席
さ
れ
、
国

歌
合
唱
の
う
ち
国
施
掲
斑
全
員
ひ
き

し
ま
っ
た
ふ
ん
い
き
を
も
っ
て
、
本

年
こ
そ
…
・
の
決
窓
が
覗
わ
れ
ろ
理

に
詣
々
と
式
は
進
め
ら
れ
た
。
町
長

を
先
頭
に
観
閲
陣
の
入
場
、
各
分
団

は
整
然
と
し
て
注
目
し
頓
ち
に
分
列

行
進
に
移
り
町
消
防
団
の
強
み
を
ひ

れ
き
し
た
。
又
ポ
ン
プ
操
法
の
実
演

は
終
始
キ
ビ
ギ
ピ
し
た
動
作
で
行
な

わ
れ
町
民
に
信
頼
感
を
強
く
与
え
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

1
0
年
以
上
永
年
勤
続

第
2
分
劇
団
員

第
1
分
間
団
員

第
3
分
間
団
員

1
5
年
以
上
永
年
勤
続

第
1
分
団
班
長

鬼
津
婦
人
会

交
通
安
全
教
室
開
く

▽
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲

ま
せ
な
い
。

去
る
一
月
八
日
鬼
津
婦
人
会
は
、
交

通
郵
政
の
な
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
交

通
安
全
教
室
（
離
師
折
尾
署
交
通
課
長

）
並
び
に
家
庭
に
お
け
る
子
供
の
教
育

（
講
師
教
背
反
）
一
般
教
糞
灘
座
が
偶
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成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た

皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ

一
国
民
年
金
加
入
に
つ
い
て

現
在
我
が
国
に
は
、
年
金
や
恩
給
制

度
が
八
田
類
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
会
社
員
で
あ
り
ま
す
と
厚

生
年
金
、
公
務
貝
で
あ
り
ま
す
と
共
済

組
合
と
い
っ
た
制
度
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
加
入
資
格
に
つ
い
て

日
本
国
民
で
嗣
二
〇
才
の
人
で
あ
れ

ば
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
強
制
加
入
）
但
し
、
大
学
生
は
任

意
加
入
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
保
険
料
に
つ
い
て

月
額
四
五
〇
円
（
但
し
昭
和
四
十
七

年
七
月
か
ら
月
額
五
五
〇
円
）
を
毎

月
婦
人
会
が
徴
収
し
て
お
り
ま
す
。

③
保
険
料
納
付
期
間
に
つ
い
て

二
五
年
以
上
で
滴
六
〇
才
に
遠
す
る

前
月
ま
で
納
付
す
る
導
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

④
年
金
額
に
つ
い
て

年
金
は
滴
六
五
才
に
達
し
た
月
の
次

の
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
＝
納
付
月
数
×
三
二
〇
円
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

例
え
は
、
二
五
年
納
付
し
た
人
は
九

六
、
0
0
0
円
の
年
金
と
な
り
ま

す
。
（
但
し
年
金
額
は
、
五
年
に
一

回
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
改
訂
さ
れ

ます。）

⑧
所
得
比
例
制
に
つ
い
て

自
分
は
、
保
険
料
を
た
く
さ
ん
納
め

て
将
来
人
よ
り
多
く
の
年
金
を
受

け
た
い
と
の
希
望
者
が
あ
れ
ば
、

昭
和
四
五
年
一
〇
月
か
ら
現
在
の
四

五
〇
円
に
、
上
請
の
三
五
〇
日
計
八

〇
〇
円
を
、
納
付
す
る
弾
が
出
来
ま

す。例
え
ば
二
五
年
納
付
し
た
人
は
、
一

五
〇
、
0
0
0
円
の
年
金
と
な
り
ま

す。
⑥
加
入
の
手
続
に
つ
い
て

国
民
年
金
資
格
取
得
届
に
、
記
名
捺

印
し
て
提
出
す
れ
ば
良
い
導
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

⑦
資
格
授
矢
の
手
続
に
つ
い
て
会
社
員

に
な
っ
た
り
、
公
務
員
に
な
っ
た
り

す
る
と
、
国
民
年
金
の
資
格
を
亜
矢

す
る
こ
と
に
な
り
、
国
民
年
金
資
格

喪
失
届
に
諮
名
捺
印
を
し
て
提
出
す

れ
ば
良
い
革
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

⑧
通
算
年
金
に
つ
い
て

一
つ
の
職
業
で
定
年
ま
で
過
さ
ず
転

々
と
職
を
変
っ
た
横
な
場
合
、
年
金

の
受
給
資
格
期
間
が
不
足
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
合

計
し
て
二
十
五
年
あ
れ
ば
年
金
が
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
受
け
ら
れ
る
通
算
年
金

制
度
が
あ
り
ま
す
。

④
　
国
民
年
金
と
他
の
公
的
年
金
を

通
算
す
る
場
合
は
、
二
五
年
で
通

算
出
来
ま
す
。

㊥
　
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を

通
算
す
る
場
合
は
二
〇
年
で
通
算

出
来
ま
す
。

⑨
不
明
の
点
は
役
場
住
民
課
社
会
係
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

滴
七
〇
才
に
な
ら
れ
る

皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ

現
在
瀾
七
〇
才
に
な
り
ま
す
と
、
老

令
福
祉
年
金
が
、
月
額
二
、
三
〇
〇
円

受
け
ら
れ
る
率
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、

す
で
に
、
潤
七
〇
才
を
過
ぎ
て
講
菰
〆

さ
れ
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
急
に
裁
定
諮
求
を
さ
れ
る
様
に
通
知

し
ま
す
。

①
請
求
手
続

④
老
令
福
祉
年
金
裁
定
謝
求
蕾
一
遍

網
謹
∵
紗

㊤
住
民
票
謄
本
一
過

㊧
公
的
年
金
証
書
の
写
一
過

㊦
酌
鍾

⑪
不
明
の
点
は
役
場
住
民
課
社
会
係
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

㈲
　
臓
和
2
2
年
4
月
1
日
以
降
に
生

ま
れ
た
る
者
で
福
岡
県
肉
に
任
所

を
有
す
る
者
。

㈲
∴
農
業
の
日
常
者
又
は
将
来
農
業

の
日
常
を
め
ざ
す
者
。

2
．
修
業
年
限
　
1
ヶ
年

3
．
専
門
研
修
科
目

●
○
普
通
作
物

♂
工
芸
作
物
（
茶
又
は
い
革
の
う
ち

か
ら
一
科
目
尊
攻
）

○
園
芸
（
果
樹
そ
柴
又
は
花
さ
の
う

ち
か
ら
一
科
目
尊
攻
）

○
畜
産
（
餐
豚
又
は
酪
農
の
う
ち
か

ら
一
科
目
専
攻
）

○
護
鶏

○
蚕
業

受
付
期
間

昭
和
〃
年
慶
福
岡
県
轟
繕
営

農
技
術
研
修
生
募
集
に
つ
い
て

高
度
な
座
業
経
営
及
び
専
門
的
な
農

業
技
術
を
研
修
の
優
秀
な
授
業
後
継
者
　
5
・

を
育
成
す
る
為
に
次
の
要
領
に
よ
り
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
致
し

ます。

記

し
　
入
所
資
格
　
次
の
各
号
に
該
当
す
　
6
．

る
者
で
あ
る
諺
。

の
　
高
等
学
校
の
卒
業
者
（
卒
業
見

込
の
者
を
含
む
）
又
は
こ
れ
か
ら
　
手

の
者
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

㈲
昭
和
4
7
年
1
月
2
4
日
か
ら
2
月
1
2

日
ま
で
（
8
時
5
0
分
か
ら
平
日
は

1
7
時
ま
で
土
曜
日
は
1
2
時
0
0
分
ま

で
）
と
す
る
。

㈲
郵
便
に
よ
っ
．
て
番
類
を
提
出
す
る

場
合
は
必
ず
書
留
郵
便
に
す
る
諒

期
日
は
同
作
2
月
1
2
日
迄
の
消
印

の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
つ
け

る。選
考
方
法

選
考
は
　
㈲
番
類
審
査
　
㊥
筆
記
試

験
　
の
両
頭
に
よ
り
行
な
う
。
筆
記

試
験
は
国
語
、
社
会
、
理
科
（
生
物

）とする。
選
考
場
所

福
岡
県
立
農
薬
鶉
習
所

（
国
鉄
西
鉄
福
岡
駅
下
車
）

選
考
期
日

昭
和
4
7
年
2
月
鑓
ロ
ー
鎌
田

午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で
。

昭
和
四
十
七
年
度

教
育
モ
ニ
タ
ー
募
集

▽
応
募
資
械
　
教
育
に
つ
い
て
関
心
が

あ
り
、
教
育
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
、
仕
事
に
熱
意

を
も
っ
て
い
る
満
二
十

才
以
上
の
日
本
国
民
。

た
だ
し
、
議
員
、
公
務

員
（
教
職
員
は
可
）
、

か
つ
て
の
教
育
モ
ー
一
ダ

ー
の
か
た
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
期
限
　
昭
和
四
十
七
年
二
月

一
日
か
ら
二
十
一
日
ま

で

▽
申
込
み
先
　
箱
岡
市
西
中
洲
六
－
ニ

ー
〕福

岡
県
教
育
庁
秘
密
諜

広
報
係

▽
そ
の
他
∴
謝
礼
は
一
回
の
報
告
に

つ
い
て
千
円
を
支
払
い

ます。

※
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
町
教
育
委
員

会
に
問
合
せ
下
さ
い
。

（
で
ん
わ
三
、
二
三
四
）

（
教
育
委
員
会
）
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一一　　　－　　i一一　　　しヽ

た

相　　場　　目　　し
談　　　　　　　　ま
賢　　所　　時　　す

今
月
の
税
金

町
民
税
舘
四
期
分

納

期

限

一

月

二

十

五

日

迄

国
民
健
康
保
険
税
第
四
期
分

納

期

限

一

月

三

十

一

日

迄

期
限
内
に
完
納
い
た
し
ま
し
ょ
う

所
得
税
の
確
定
申
告

に
つ
い
て

本
年
も
ま
た
、
申
告
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
分
の
確
定
申
告

の
遠
賀
町
の
申
告
は
左
記
の
日
程

に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
す
（
若
し
日

程
内
に
申
告
の
出
来
な
い
方
は
三

月
十
五
日
迄
に
必
ら
ず
申
告
し
て

下
さ
い
）

日
時
　
二
月
二
十
四
日
、
二
十

五
日
、
二
十
六
日

（
午
前
九
時
よ
り
午
後

四
時
迄
）

場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

戦
没
者
遺
族

援
護
法
の
一
部
改
正

旧
軍
人
軍
属
等
で
昭
和
十
二
年
七
月

七
日
以
降
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
内
地
（
非
事
変
地
・

非
戦
地
も
含
む
）
で
事
変
に
関
す
る
勤

務
に
関
連
し
て
負
傷
し
又
は
疾
病
に
か

ゝ
り
こ
れ
に
起
因
し
て
在
職
期
間
内
及

び
在
職
期
間
後
に
死
亡
し
た
者
の
遺
族

に
も
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

改
正
前
ま
で
は
右
期
間
内
の
負
傷
疾

病
場
所
が
畢
変
地
又
は
戦
地
に
限
ら
れ

て
い
た
も
の
が
内
地
（
非
事
変
地
・
非

戦
地
も
含
む
）
の
場
合
も
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
要
約

す
る
と
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
復

員
時
ま
で
の
間
に
事
変
戦
争
に
関
す
る

勤
務
に
関
連
し
て
、
死
亡
し
た
も
の
又

は
負
傷
疾
病
に
か
か
り
こ
れ
に
起
因
し

て
死
亡
し
た
者
の
遺
族
は
遺
族
援
護
法

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
戦
没
者
の
死
亡
後
昭
和
二
十
一
年

一
一
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年
四
月
二

十
九
日
ま
で
の
間
に
一
回
に
限
り
再
婚

し
右
期
間
内
に
離
婚
（
生
き
別
れ
）
に

よ
り
婚
姻
を
解
消
し
た
戦
没
者
の
要
に

は
遺
族
年
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
の
死
亡
後
昭
和
二
十
一
年
二

月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十

九
日
ま
で
の
間
に
再
婚
し
右
期
間
内
に

相
手
方
が
死
亡
し
婚
姻
前
の
氏
に
復
し

て
い
る
戦
没
者
の
婆
に
も
遺
族
年
金
な

ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
こ
の
場
合
援
護
審
査
会
が
議
決
し
た

も
の
に
限
る
）

示
厳
は
慎
重
に
行
い
ま

し
よ
ー
つ

－
　
交
通
事
故
は
届
出
を
　
－

交
通
疎
故
で
ケ
ガ
を
し
て
冶
嫌
を
受

け
る
と
き
に
は
国
民
健
康
保
険
係
に
届

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
で
は
加
智
者
に
代
っ

て
医
嬢
費
を
支
払
い
ま
す
。
そ
の
代
り

被
害
者
の
請
求
権
を
代
償
取
得
し
、
支

払
っ
た
金
額
を
自
賠
賀
保
険
に
謝
求
い

た
し
ま
す
。

損
害
賠
償
は
国
民
健
康
保
険
に
関
係

な
く
加
書
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い
で

解
決
す
る
の
か
原
則
で
す
。

示
談
に
つ
い
て
は
医
感
興
だ
け
で
な

く
生
活
費
や
対
物
賠
償
及
び
精
神
的
な

面
の
慰
謝
料
な
ど
も
含
ま
れ
る
も
の
で

す。
事
故
の
状
況
や
条
件
な
ど
を
く
わ
し

く
メ
モ
し
て
お
い
て
早
目
に
保
険
係
に

届
け
て
下
さ
い
。

医
療
費
な
ど
に
つ
い
て
は
保
険
係
員

の
蔑
見
を
よ
く
聞
い
て
陳
通
に
示
談
に

応
じ
て
下
さ
い
。

禁
詩
壇
論
詰
の
お
礼

赤
い
羽
根
共
同
募
金
及
び
戴
来
た
す

け
あ
い
残
金
に
つ
い
て
は
皆
様
の
蕾
憩

と
御
協
力
に
よ
り
左
記
の
と
お
り
好
成

繊
上
げ
ろ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
厚J

U

昭
和
四
十
六
年
皮
製
金
明
細

遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
募
金
は

県
下
の
施
設
等
に
配
分
さ
れ
有
意
韻
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

痩
蟻
業
務
移
動
相
日
の

ぉ

知

ら

せ

…

坪
人
な
ど
の
恩
給
、
年
金
一
時
金
及

び
そ
の
他
援
護
業
務
に
つ
き
左
紀
の
と

お
り
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

記一
月
二
十
七
日

年
前
十
時
－
年
後
四
時

水
巻
町
民
会
館

（日本間）

煉
援
護
課
職
鼠


